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ABSTRACT

Theconceptofprojectiveidentification(PI),whichwasinitiallyconceivedbyKlein

asadefenseprocessusedbytheinfantagainstthedeathinstinctandameanstomake

orderinhis/herobjectrelationalworld,isnowusedtoexplainhumaninteractionsin

varioussittings.Forinstance,therearenumerousgroupstudiesusingtheconceptofPI

tounderstandsuchrolesasleadership,scapegoat,groupmentality,andsoon.

However,mostoftheauthorshaveconfinedthemselvestoamereapplicationofthe

concept,providingnodiscussiononhowPI,initiallyanindividualprocess,spreadsto

thegroup-as-a-wholetobecomeagroupprocess.Therefore,basedonBion's(1961)

grouptheory,theauthorhastriedtodiscusstheconditionsandtheprocessleadingto

groupormutualprojectiveidentification(MPI),throughadescriptionofhowthe
basicassumptiongroup(baG),especiallythebasicassumptionofdependency(baD),

develops.HeconcludedthattheemergenceofbaDistheresultof1)amatingofthe

members'personaldependency"pre-conception"(Bion,1962)witha"negativereal-

ization",2)thecombinationofthemembersthroughtheirrespective"dependency

valency"and,3)theformationofasortof"emotionalchannel"linkingmembers

together,and4)themembers'resortingtoMPItoevacuatetheirbaDneedsand

desires,andasaresult,5)thetransformationofindividualdependency"pre-concep-

tions"intobaD,namely,asagroupfantasy.Asillustration,theauthorpresentsaclini-

calvignettefroma6-sessionD-group,inwhichthegroupresortedtoMPI.Thegroup

projecteditsbaDneedsintothetrainertoprotectthemfromhim,and,asputbyBion
(1961),makehimenacttheseneedsonthebehalfofthewholegroup.Followinga
feedbackfromoneobserver,thetrainercouldfreehimselffromthegroup'suncon-

sciousmanipulationandbeabletoconfrontthegroupwithitsmanipulativebehaviour

andthebaD,andconsequently,helpittogetoutfromtheimpasseinwhichithadbeen

trappedfortwosuccessivesessions.

KeyWords:ProjectiveIdentification,BasicAssumptionGroup,GroupMentality,D-

group

1.研 究の 目的

多 くの分析 的指 向の思想家 によっ

Identification以 下 、PI)と い う概 念 は 、

て 示 唆 さ れ て い る よ う に 、 投 影 同 一 化(Projective

精 神 分 析 に お け る 、 無 意 識 の 概 念 と並 ぶ 最 も実 り多 い概

*OnMutualProjectiveIdentification:Enactmentofthebasicassumptionofdependencybythetrainer
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念 と言 っ て も過 言 で は ない 。MelanieKlein(1946)に よ って 提 唱 さ れ て以 来 、PIは 、Klein派 の

分析 家(例 え ば、Segal,1973;Rosenfeld,1987;Bion,1967;Meltzer,1992)だ け で は な く、 非

Klein派 の 分析 に も広 く使 用 され て き た(Spillius,1988)。 そ の結 果 、 そ れ を明確 に した り、 さ ら

に展 開 させ た り、 広 げ た りす るた め の 多 くの 臨 床 的 かつ 理 論 的研 究 が 行 わ れ て きた 。 これ らの 研

究 を記 述 す る こ とは 、 本研 究 の 範 囲 を超 え る こ とに な る の で 、 こ こで 、 グ ル ー プ に よ るPIに 限 定

す る。 従 っ て、 本 研 究 の 目的 は 、 まず 、1)PIの 定 義 を行 った 上 で 、 グ ル ー プ の 力 動 を理 解 す る

の にPIを 用 い た主 要 な研 究 を網 羅 し、 そ れ に お け る 問題 と、2)ト レー ナ ー がPIの 対 象(タ ー ゲ

ッ ト)に な っ た 時 の あ るD一 グ ル ー プ を事 例 と して 呈 示 し、Bionに よ る諸 理 論 か らの 考 察 を行 う

こ とで あ る。

皿.グ ル ープ と投影同一化

Klein(1946)に よれ ば 、 元 々PIは 、 幼 児 の 内 部 にお け る死 の 本 能 の 存 在 に よ って 引 き起 こ さ

れ る。 死 の 本 能 の た め、 誕 生 して 間 もな く幼 児 は 、 内 部 か ら攻 撃 的 衝 動 、 激 しい不 安 、 お よび全

滅 へ の恐 怖 とい っ た感 情 を抱 くの で 、 これ らの 感情 や 感 覚 か ら 自分 を守 る た め に 、 防衛 機 制 と し

てのPIに 頼 る よ う に な る。 乳 児 は 、 これ らの 「悪 い」 か つ 望 ま し くな い もの と して 見 な され る 感

情 、 あ る い は悪 い 自 己部 分 を分 裂 させ 、 そ れ ら を対 象(部 分 対 象 と して の乳 房 、 また は全 体 対 象

と して の母 親)に 投 影 し、 そ して 、対 象 の もの と して そ れ らに 同一 化 し、 自 分 自身 の もの と して

感 じ続 け る。 こ の段 階 に お い て幼 児 が 自分 と外 部 の 対 象(乳 房 、母 親)を 区 別 す る こ とが で きな

い の で あ る。

Klein以 来 、PIは 多 く研 究 者 の展 開 の対 象 に な っ た(Ogden,1982;Hinshelwood,1991)。 文 献

の レ ビュ ー か ら分 か る よ うに 、PIが 用 い らる 目的 は多 面 的 で あ る 。即 ち 、PIが 用 い られ る 目的 は 、

1)望 ま し くない 自我 部 分 を外 部 あ るい は内 部 の対 象(の 中)に 排 出 し、押 し込 み 、 そ して 、 危

険 の 源 と して 見 な さ れ る そ の 「悪 い 対 象 」 を支 配 した り操 作 した りす る こ と、2)良 い 自我 部 分

の投 影 の 対 象 に な った 理 想 対 象 との 分 離 を 回避 す る こ と、 そ して3)内 部 の 悪 い 対 象 か ら良 い 自

我 部 分 を守 る こ と、 「原 始 的 投 影 的 償 い(primitiveprojectivereparation)」 に よ っ て外 部 の 対 象

を改 善 す る こ と(Segal,1973)、4)本 人 の 体 験 を外 部 の 対 象 に体 験 させ 、 そ して 対 象 を操 作 す

る こ と に よ って 本 人 の 幻 想 に何 らか の 役 割 を演 じさせ る こ と(Bion,1967;Hafsi,1993)で あ る。

上 述 のPIに 関 す る論 述 を グ ル ー プ に応 用 し、 グル0プ 過 程 、 力 動 、 現 象(例 え ば 、 ス ケ ー プ ゴ

ー ト
、 リ0ダ ー シ ッ プ等)を 理 解 しよ う と して い る試 み は少 な くは な い(例 え ば 、Bion,1961;

Wisdom,1985;Roitman,1989)。 こ れ らの殆 どの試 み は 、 あ らゆ る心 理 学 は 、基 本 的 に社 会 的心

理 学 で あ る とい うFreud(1921)の 主張 及 び 、 「グ ル ー プ心 理 学 と個 人心 理 学 の外 見上 の相 違 は幻

想 で あ る 。 そ の幻 想 は 、 グル ー プ が 個 人 心 理 の 幾 つ か の 側 面 を研 究 す る た め の よ く分 か る研 究分

野 を提 供 し、(中 略)グ ル ー プ を扱 い 慣 れ て い な い 観 察 者 に と って な じみ の な い 現 象 を ひ と きわ

目立 つ よ うに す る とい う事 実 の 結 果 で あ る」(筆 者 訳 、P.134)と い うBion(1961)に よ る陳 述 に

基 づ い て い る の で あ ろ う。

この よ うに 、PI論 を用 い て 、 グル ー プの 心 理 力 動 を理 解 しよ う と して い る研 究 者 に よれ ば 、 グ
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ル ー プ にお け るPIは 、 単 な る個 人 に よ っ て示 され る 防 衛 的 過 程 だ けで は な く、 全 体 と して の グ ル

ー プ(group-as -a-whole)の 心 的 活 動 の 結 果 で あ る 。 例 え ば 、 この よ う な考 え は 、Bion(1961)

に よ る グ ル0プ の心 的状(態)況 と 「グル ー プ心 性(groupmentality)」(Hafsi,2004b)の 発 生

との 関 係 に 関 す る論 述 に も反 映 さ れ て い る 。Bionに よれ ば、 「グ ル ー プ心 性 」 の 発 生 は、PIに よ

る各 メ ンバ ー の 貢 献 の 結 果 で あ る。 同 じ く、Grinberg(1979)は 、 グ ル ー プ にお け る あ ら ゆ る

「役 割 」(role)(例 え ば リー ダー 、 部 下 、 ス ケ ー プ ゴー ト等 の役 割)がPIの 所 産 で あ る と述 べ て

い る。 ま た 、Horwitz(1983)も 、 こ れ らの不 可 欠 の機 能 、 あ るい は役 割 が グ ル ー プ に固 有 で あ

り、 そ して グ ル ー プがPIに よ っ て、 こ れ らの特 定 の役 割 に最 も適 した メ ンバ ー を無 意 識 的 に選 択

す る。 これ は、baGの 影 響 の下 で グ ル ー プがPIを 通 して最 も病 理 的 な メ ンバ ー に リー ダ ー の役 割

を委 任 す る とい うBion(1961)の 考 え を反 映 して い る。

グ ルー プ にお け るPIに 関 す る文 献 の レ ビュ ー か ら分 か る よ う に、 多 くの 研 究 者 は、 元 々個 人 の

対 象 関 係 に関 す る概 念 で あ るPIを 、 そ の ま ま単 に グ ル ー プ に 応 用 して い る こ と に過 ぎな い ので あ

る。 例 えば 、 前 述 した よ う に、Bion(1961)は 、baGや グル ー プ心 性 が 、 グ ル ー プ全 体 のPIに よ

る 「無 意 識 的 同 盟 」 の 結 果 で あ る と述 べ て い る が 、PIが 成 立 す る過 程 や 、 個 人 のPIか らグ ル ー プ

全 体 のPIへ の 展 開 や 、baGの 発 生 過 程 に つ い て は詳 細 に何 も論 じて い ない 。 従 っ て 、 本 稿 で は 、

PIとbaGの 発 生 との 関 係 を記 述 す る こ と を通 じて 、 これ らの 論 点 につ い て論 じた い。

皿.投 影同一化 とbaGの 発生

Bion(1961)に よ れ ば 、 グ ル ー プ は構 成 さ れ る と、 同 時 に 見 られ る2つ の 異 な っ た 心 的 活 動

が 体 験 さ れ る 。 す な わ ち、baG(闘 争 ・逃 避rbaF」 、 依 存 「baD」、 つ が い 「baP」)と 「作 動 グ

ル ー プ(workgroup=WG)」 で あ る(詳 し くは、Hafsi,2003を 参 照)。Bionは 、baGの 形 成 が 、

各 メ ンバ ー の 「原 子価(valency)」 に よる 寄与 と グル0プ のPIに よる もの で あ る と述べ て い る が 、

baG、 原 子 価 とPIと の 相 互作 用 につ い て は 、何 も論 じて い な い。 従 っ て 、 本稿 で は 、 そ れ につ い

て 、 一 つ の論 説 を提 案 した い 。

Bion(1961)が 述 べ て い る よ う に、 メ ンバ ー に よっ て グ ル ー プ は 、母 体 の よ う に体 験 され る 。

そ して そ の 体験 に よ って 早 期 の 対 象 関 係 とそ の特 有 の恐 怖 、不 安 と防 衛 機 制 が 復 活 され る。 この

よ うな 類 似 論 を更 に展 開 す れ ば 、 メ ンバ0に とっ て グ ル ー プ に初 め て 加 入 す る こ と は、 誕 生 と類

似 した 体験 で あ る と考 え られ る。 即 ち、 両 体 験 の場 合 も、 主 体(乳 児 と メ ンバ ー)は ア イデ ン テ

ィテ ィー 喪 失 を感 じる。 乳 児 は そ の 「胎 児 性(foetality)」 、 メ ンバ ー は そ の 「個 人性 」 の 喪 失 を

体 験 す る とい う こ とで あ る。 また 、 乳 児 が 対 象 に対 して依 存 して い る よ う に、 メ ンバ ー も初 期 の

段 階 に グル ー プ全 体 に対 して完 全 に依 存 し(ShepardandBenis,1956)、 乳 児 の よ う に、 メ ンバ

ー も グ ル ー プ に対 して様 々 な 期 待(Anzieu
,1984)、 あ る い は 、 「前 概 念作 用(pre-conception)」

(Bion,1967)を 抱 きな が ら グ ル ー プへ の 参 加 を望 む 。 前 概 念作 用 の 内容 は 、 依 存 、 闘 争 、 逃 避

とつ が い に分 類 さ れ る 。 前概 念 作 用 の 内容 は 本 人 の 原 子 価 の タ イ プ に よ る(Hafsi,2006)。 例 え

ば 、依 存 の 原 子価 を持 った メ ンバ ー は依 存 を反 映 す る前 概 念作 用 を抱 くこ とが 比 較 的 に多 い と考

え られ る 。 こ こで 、baDを 例 と して 用 い て 、PIとbaGの 発 生 との 関係 に つ い て論 じた い 。
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臨 囲 感情的導管

MPI

図1.感 情的導管の形成 とbaDの 発生

言 う まで もな く、 これ らの 前 概 念 作 用 が 常 に満 た され る、あ るい はBion(1962)の 言 う よ う に、

「否 定 的 実 感 」(negativerealization)(Bion,1967;Hafsi,2002)と 繋 が るわ け で は ない 。 図1に

示 され て い る よ うに依 存 の前 概 念作 用 の場 合 は 、 グル ー プ に加 わ る と、 メ ンバ ー が 、他 者 の前 で

依存 的 欲 求 を表現 した り、満 た した りす る こ との 困 難 に直 面 し、 欲 求 不 満 を体 験 す る 。 これ に よ

って 、 メ ンバ ー らは 、依 存 原 子価 に よ って 結 合 し、 原 始 的 な防 衛 過 程 と して の グ ル ー プ凝 集 が生

まれ る 。 この よ うな結 合 に よっ て 、 メ ンバ ー 達 は欲 求 不 満 に伴 う不 安 、絶 望 感 、喪 失 感 、孤 独 感 、

不 安 を 回 避 す る こ とが で き、 全 体 と して の グ ル ー プ と い う心 的 実 在 と 「グ ル ー プ心 性 」(Bion,

1961)を 生 み 出 す 一 種 の 「感 情 的導 管 」 が メ ンバ ー 間 に形 成 さ れ る 。 この よ う な 「感情 的 導 管 」

に よ って 、 メ ンバ ー 間 や 全 体 と して の グ ル ー プのPIに よ る無 意 識 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが 可 能 に

な る。PIの 成 立 に は この よ う な感 情 的 導 管 が 不 可 欠 な条 件 で あ る。

図1に 示 され て い る よ う に 、 感情 的 導 管 を通 じて 、 グ ル ー プ は、 「相 互 的 投 影 同一 化(mutual

PI、 以 下MPI)」 に頼 り、 メ ンバ ー らが 望 ま し くない 、 あ る い は 「悪 い 自我 部 分 」 や 「良 い 自我

部 分 」 をお 互 い に投 影 し、 投 影 され た部 分 に相 応 しい反 応 を互 い に 引 き起 こす 。 そ の 結 果 、 個 人

とそ の 寄 与 を 「匿 名 化 」 し、 グ ル ー プの 存 在 を強 化 させ る 、無 意 識 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ・ネ

ッ トワー ク、 あ る い はBion(1961)の 言 う 「グル ー プ心 性 」 が 形 成 され る(図1参 照)。

図1に 示 され て い る よ う に、baGは 、上 述 の過 程 の 所 産 で あ る と考 え られ る 。baDの 場 合 、 ま

ず 、 依 存 の 前 概 念 作 用 に よ っ て、 グ ル ー プ は、 依 存 の欲 求 が 、 治療 者 、 トレー ナ ー 等 の 中 心 的 な

人 物 、 ま た は グル ー プ 自体 に よ って 満 た さ れ る よ う に努 め る 。 しか し、 何 らか の 理 由 の た め に 、

こ の よ うな欲 求 が 満 た さ れ な くな っ た(前 概 念作 用 が 否 定 的 実 感 と繋 が る)場 合 、 グ ル ー プ は 、

欲 求 不 満 を体 験 す る よ う に な り、MPIを 用 い て 、次 の よ うな 処 理 を試 み る。第1に 、 グル ー プは 、

依 存 的欲 求 を、 必 要 な 「良 い 自我 部 分 」 と して 見 な し、 欲 求 不 満 の 源 で あ る 治療 者 、 リー ダー 、

グ ル ー プ全 体 に対 して繰 り返 し依 存 満 足 を強 く要 求 し続 け、baDを 維 持 して い く。 第2に 、 グ ル

ー プ は
、欲 求 不 満 の源 の 影響 や 圧 力 に よ っ て、 望 ま し くな い 「悪 い 自我 部 分 」 と して 、baDを 外
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部 へ排 出 す る。 後 者 の 場 合 、 グ ル ー プ はbaDを 、 グ ル ー プの 要 素 と して 否 認 し、 分 裂(split)さ

せ 、外 部対 象 へ投 影(MPI)し 、 そ してWGか 、 別 のbaG(baF、baP)へ 移 る。MPIの ター ゲ ッ

トに な る対 象 は 、外 部 の グル ー プ また は サ ブ グ ル ー プや 、 グ ル ー プ の メ ンバ ー 、 あ るい は グ ル ー

プ 内 の ス ケ ー プ ゴー ト等 で あ る。MPIが 成 立 す る と同 時 に 、 グ ル ー プ は 、MPI対 象 を グル ー プか

ら切 り離 し、投 影 され た 内 容 に 相 応 し く振 る舞 う よ う に操 作 した り、 批 判 を浴 び させ た りす る

(Hafsi,2004b)o

一 方
、 グ ル ー プ は 前 者 を選 択 した場 合 、 す な わ ち 、baDを グル ー プの 存 続 の た め の不 可 欠 か つ

良 い 自我 部 分 と して見 な した時 、様 々 な 手段 を用 い て(Hafsi,2004b)、baDを 保 護 しよ う とす る。

例 え ば 、 グ ル ー プは 、baDと そ の 典 型 的要 求 を分 裂 させ 、baDに 抵 抗 す る 中 心 的 な 人物(治 療 者

等)に 投 影 し、0時 的 に そ の 人 にそ れ を 「預 け る」、 あ る い は 委 託 す る。 こ の よ う な グ ル ー プ対

策 に は2つ の 目的 が あ る 。 第1、 グ ル ー プ は、 無 意 識 的 な操 作 に よっ て 、 そ の 人物 に依 存 す る役

を委 任 し、 そ して そ の 人 の世 話 を や く とい う作 業 に 没 頭 す る こ と に よ っ て、 グ ル ー プ が無 意識 的

にWG活 動 の ふ りをす る(疑 似WG)。 第2、 グ ル ー プ は そ の 人 物 が 、依 存 欲 求 に 同 一 化 し、 そ

れ を 自我 部 分 と して(取 り入 れ)統 合 し、 そ の重 要性 を認 め 、 促 進 す る よ うに、 本 人 を無 意識 的

に操作 す る。 ど ち らの 場 合 も、 グ ル ー プ の無 意 識 的 な 意 図 は 、 変 化 を 回避 す る こ とで あ る 。前 者

の 場 合 、 グ ルー プ は変 化 しない た め に変 化 を見 せ か け 、 後 者 の 場 合 、 一 人 の メ ンバ ー を変 化 させ

る こ と に よ って 状 況 を維 持 しよ う と して い る。 以 下 は 、 後 者 の 目的 を 目指 した グ ル ー プ の 臨床 事

例 で あ る 。

臨床 事例

グル ー プ は、 心 理 学 科 の 学 生14人 の メ ンバ ー(8人 の 男 性 と6人 の女 性)、 トレー ナ ー と して

の筆 者 、 お よび2人 の観 察 者(男 女)に よっ て構 成 され て い た 。 グ ルー プへ の 参 加 は、 心 理 学 カ

リキ ュ ラ ム の一 部 と 「認 定心 理 士 」 資格 に、 必 要 な単 位 で あ る 。 グ ル ー プ は 、 筆 者 に よ る6セ ッ

シ ョ ン(1回80分)に な るD一グ ル ー プ の タイ プ で あ る(Hafsi,2000;2002;2004a)。

第1セ ッシ ョン

Trに よ る説 明 が 終 わ る と、10分 以 上 の 沈 黙 が 続 い た。 そ の 間 にTrは 介 入 し、 グ ル ー プが 今 こ こ

の グ ル ー プ体 験 や 関心 を持 って い る こ と につ い て 自 由 に話 し合 う とい う グル ー プの 基 本 的 な作 業

に つ い て告 げ たが 、介 入 に は効 果 が な か った 。 グ ル ー プ は沈 黙 を保 ち続 け 、咳 、溜 息 、鼻 す す り、

く し ゃみ 、 ス トレ ッ,チ(手 足 を伸 ば す こ と)、 頭 をか くこ と等 の よ う な プ ロ トメ ン タル 的(pro-

tomental)行 動(Hafsi,2003)に 頼 っ て、 バ ー バ ル ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが 全 くなか っ た。 明 ら

か に この よ うな状 態 に耐 え る こ とが で きな か っ たG夫 は 、 ス トレ ッチ ング した り、 左 右 を ち らっ

と見 た りした後 、 手 を挙 げ、(グ ルー プ の暗 黙 の 許 可 を得 た と感 じた よ うだ っ たの で)話 し始 め た 。

G夫=「_み ん な 同 じこ と を考 え て い る と思 い ます_何 を す れ ば い い の か 、 分 か り ませ

ん...しか し、 何 か を始 め な い と、...こ の 沈 黙 が も う嫌 です ね 。 グ ル ー プ は暗 過 ぎ る。(そ し

て 、H夫 に 向 か っ て)ど う、何 か提 案 が な い?何 で もい い よ。 この 沈 黙 を止 め て ほ しい 」。
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H夫=「_な い ね え 。 提 案 何 か誰 も持 っ て い な い 違 うか?_こ うい う雰 囲気 で 誰 も発 言 し

た くない と思 う よ。」

G夫=「_先 生(Tr)に 提 案 を求 め る の は ど うで す か ね?_先 生 の 方 が僕 ら よ りグ ル ー プ

につ い て知 っ てい る はず_教 え られ る た め に 、僕 らは こ こに い る ん じ ゃな か っ た?_」 。

D子:「_先 生 は 私 達 を助 け る と思 い ませ ん_私 達 が 単 独 で何 もで きな い と分 か っ て い ま

す の で 、本 当 に私 達 を助 け る気 が あ っ た ら、頼 ま れ る前 にや って い る と思 い ます...(Trに 向

か っ て)違 うか な?。 」

Tr=「...グ ル ー プが 、 私 を過 度 に評 価 して い る ん で す ね_何 で もで き る し、何 で も知 っ

て い る と思 わ れ て い る よ うで す ね 。 しか し、 皆 と同 じよ う に 、私 は こ の グ ル ー プ に 会 っ た ば

っ か りで す か ら、 何 も知 ら な い の は 当 た り前 で す_ま た 、 この グ ル ー プが こ こ で何 をす る べ

きか を分 か りませ ん し_最 初 に説 明 した よ うに 、 これ らの 問 題 につ い て考 え る の は 、 グル ー

プ 自体 で す_。 こ こで 、 私 の役 割 は 、 グ ル ー プの 内 で起 こ っ て い る こ と を理 解 す る た め に 、

グ ル ー プ を助 け る こ とだ け で あ って 、 グ ル ー プの 代 わ りに考 え た り、 グル ー プ に指 示 を与 え

た りす る こ と じ ゃな い ん です_」 。

D子=「(皮 肉 っ ぼ く)つ ま り、 私 達 が だ れ に も頼 っ て は い け ませ ん_他 の 講 義 と違 い ます

の で 、私 た ち は すべ て を 自己 で しな け れ ば な らな い ん で す ね_」 。

このように、グル0プ はTrの 解釈的な介入を、Trが 自助を望んでいて、依存を望まないという

ように理解 した。その結果、グループは依存が 「悪いもの」であるという認知と低い自己評価に

よって特徴付けられる心的状態に陥った。これは 「私達がここでグループについて考えて、話 し

合わなければならないのは分か りますが、こういう授業に慣れていませんし、出来ない し、_後 、

5セ ッションが残っています し、何もしないで、沈黙するだけだったら、時間の無駄 と思います。」

というM子 の陳述に反映されていた。

このようなM子 の介入によって、グループは、皆が参加できるテ0マ を決める作業に取 り組ん

だが、効果がなかった。このような 「空回り」作業、あるいは 「疑似WG」 がセ ッションの終了

まで続いた。

第2セ ッション

グループが戸惑っていたように見えたので、Trは 、規則が前回と同じということを告げるが、

グループはまた長い沈黙に沈没(突 入)し 、前回のプロ トメンタル的な行動を除けば、グループ

が活動 している気配がなかった。グループは、Trが 介入 し、その痛ましい状況から助けて くれる

のを明 らかに期待 していた。従って、グループの期待に応 じず、Trは 介入し、グループをその

baD活 動に直面化 させた。それによって、グループに絶望感が引き起こされ、グループの 「無意

識の同盟」(Anzieu,1984)が さらに強化され、疑似WGが 再び発生 した。恩師からの指導や教祖

からの祝福 を待っている弟子や信者のようにTrを 見つめ続けていたG夫 は突然、失望 した声で沈

黙を破 り、自己紹介をするのを提案 した。皆はG夫 の提案に同意 し、時計回りで 自己紹介をし始

めた。各自が開示 した空 しい情報(個 人名 と学科名のみ)と それに対する反応の無 さから見れば、
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メ ンバ ー が 互 い に全 く興 味 が なか っ た こ と は明 らか だ っ た 。何 れ に せ よ、 グル ー プ は、 あ ま りに

も活発 的 に そ の 自己紹 介 とい う作 業 に関 与 して い たの で 、 何 かが 変 わ っ た か の よ うにTrに は見 え

た 。 この よ うな 突然 の 変化 に対 して 、Trは グ ル ー プ か らの漠 然 と した 疎外 感 や 無 力 感 を感 じ、 グ

ル ー プ に何 が起 こ って い る の か 、 どの よ う に(治 療 的 に)反 応 す れ ば よい の か 戸 惑 って い た 。 さ

らに 、Trは 、 教 員 や トレ ーナ ー と しての 機 能 が 麻 痺 し、 メ ンバ ー の敵 意 に よ って グル ー プ を頼 り

に で きな い とい う事 実 に 直 面 す る よ う に な り、 出 ら れ る可 能 性 の な い行 き詰 りに 嵌 っ た の よ うな

感 覚 を体 験 した の で、 介 入 を控 え る こ とに した。

そ の 間 、Trは 徐 々 に グル ー プ を、 協 力 的 に な ろ う と しな い だ け で は な く、基 本 的規 則 や グル ー

プ の行 動 の 意 味 を理 解 で きな い 未 熟 な存 在 と して 感 じる よ う に な っ た 。 従 っ て 、D一 グ ル ー プ の

原 則 に反 して 、小 学 生 に教 え る先 生 の よ うに抵 抗 や 戸 惑 い が な く、Trは 、 グ ル ー プ を救 うた め の

つ も りで 、再 び グ ル ー プ の規 則 や グ ル ー プ の 目的 を説 明 した り、 質 問 に応 答 した り、話 し合 い の

テ ーマ の 例 を示 した り した。

各 セ ッシ ョ ン終 了 後 に行 わ れ る レ ビュ ー ミー テ ィ ン グの 時 に、 こ の よ う な異 常 な態 度 や行 動 に

気 付 い た1人 の観 察者 は 、 本 セ ッ シ ョ ン壷こお い て 「Trが 、 自分 の子 供 の世 話 を して い た 父親 の よ

う な感 じだ っ た」 と語 っ た。 こ の よ うな感 想 は 、Trの 自己 愛 へ の ス トレー トパ ンチ の よ うな もの

だ っ た と同時 に、Trに 、 そ の 感想 を支持 す る よ う な 自由 連 想 を も引 き起 こ した。 介 入 を控 え て い

る間 にTrは 、 メ ンバ ー らが 自分 の息 子 と同 じ歳 で あ る こ と、 そ して一 般 的 に若 者 が 、 グ ル ー プ に

お け る心 理 的 事 象 に気 付 い た り、 そ れ に つ い て 考 え た り、 各 自の 言 葉 で 他 者 に伝 え た りす る よ う

な知 的 、 精 神 的 作 業 を行 うの に未 熟 す ぎる とい う幻 想 的 な思 考 を抱 い た こ と を連 想 した の を思 い

出 した。 そ れ に よ っ てTrは 、 無 意 識 的 に グ ル0プ の幻 想 、 あ るい はbaDに お い て 役 割 を演 じて い

た こ とに気 付 い た 。 つ ま り、Trは 、 グ ル ー プ のMPIと そ れ に対 す る 自分 自 身 の 「逆 投 影 同 一一化

(counter-projectiveidentification)」(Grinberg,1979)に な っ て い た とい う洞 察 を得 て 、 次 の セ

ッ シ ョン に見 られ る よ う に、 そ れ を グル0プ 全 体 の 理解 に活 か して い る。

第3セ ッシ ョン

グル ー プ は前 回の よ うな疑 似WGを 示 し、行 き詰 ま りを感 じた時 に 、長 い 沈 黙 に陥 った 。 そ の

間 に、Trは 、 グ ル ー プが こ の よ うな状 況 に耐 え られ な い の で は ない か 、 この 状 況 が 続 くと、 グ ル

ー プが最 後 まで 何 もで きず
、 そ して 何 も学 習 しな い の で は な い か と心 配 し、 介 入 しな けれ ば と プ

レ ッ シ ャー を感 じた 。 しか し、 前 回 と異 な っ て そ の プ レ ッ シ ャー に応 じ る こ と を抑 えた 。 なぜ な

らば 、前 回 に お い て得 た洞 察 に よっ て 、Trは そ の プ レ ッシ ャ ー を、 グ ル ー プのMPIの 結 果 で あ り、

目的 がbaDをTrに 体 験 させ 、 そ して グ ル0プ の依 存 要 求 を満 たす 万 能 的 な トレー ナ ー 、 あ るい は

父 親 の役 割 を演 じさせ る こ と と して 理 解 で き たか らで あ る 。従 っ て 、Trは グ ル ー プ のMPIを 段 階

的 に(Hafsi,1993)コ ン テ イ ン(Bion,1970)し て い く こ と に した 。 即 ち、Trは 、 まず 自分 の 中

に投 影 され た依 存 欲 求 を、 グル ー プの 自我 部 分 と して識 別 し、 そ れ をエ ナ ク トせ ず 、 そ れ に耐 え

て い き、 そ して最 後 に、 そ れ を十 分 に コ ン テ イ ン した と感 じた 時 に 、 タ イ ミン グ を図 り、 そ れ を

グル ー プ に解 釈 と して 返 す こ と に した 。Trの 介 入 に よ っ て 、 グル ー プ は、 「出 来 る だ け グル ー プ

の 在 り方 、進 み 方 に つ い て 、皆 で 決 め るべ きだ が 、 行 き詰 ま っ た時 にTrの 力 を借 りる」 とい う結
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論に達した。そして、セッションの終了時間が近づいていたので、グループは、その結論の内容

を次回に活かすことを決めた。

結 論 と考 察

グ ルー プ現 象 を理 解 す るの にPIを 用 い て い る研 究 が 多 い 。 しか し、 こ れ らの研 究 は グル ー プ現

象 と してPIを 記 述 して い るが 、 具 体 的 に、 グ ル ー プ に お け るPI(MPI)が 成 立 す る 条件 や 過 程 に

つ い て は な に も触 れ て い ない 。 グ ル ー プ は、 突 然PIを 用 い 、無 作 為 に対 象 を選 択 した り、PIの 目

標 を設 定 した りす る わ けで は な い。MPIは 、 あ る不 可 欠 な条 件 とグ ル0プ に よる 複 雑 か つ 無 意 識

的 な設 計 の所 産 で あ る。 こ こ で筆 者 は 、Bion(1961)に よ るbaG、 特 にbaDの 発 生 過 程 を記 述 す

る こ と に よ って 、MPIが 成 立 す る条 件 や 過 程 を明 らか にす る こ とを試 み た。

結 論 と して 、baDの 発 生 は 、① 個 人 の グル ー プ体 験 に 関す る依 存 の 「前 概 念作 用 」(Bion,1962)

が 否 定 的 な実 感 と結 ばれ る(Hafsi,2000)こ と、② 依存 原 子価 に よ る メ ンバ ー らの 結 合 と、③ メ

ンバ ー らが 同時 に(グ ル ー プ全 体 と して)MPIを 実 施 す る た め の 「感情 的 導 管 」 とい う仮 説 的 実

体 の 形 成 と、④MPIに よ る メ ンバ ー のbaD願 望 の排 出 と、 そ れ に よ る、 個 人 の前 概 念 作 用 か ら

(グ ル ー プ の)baGへ の 変 形 過 程 の 所 産 で あ る 。 本 稿 にお い て は 、 事 例 を用 い て 、 どの よ う に グ

ル0プ がMPIに 頼 り、 良 い 自我 部 分 と して 見 な され て い たbaDをTrへ 排 出 し、 そ して そ れ を満 た

す役 割 をTrに 演 じ させ る過 程 を描 い た。

第1セ ッシ ョンで は、 グ ル ー プ は、baDの 下 で 機 能 しよ う と した が 、Trに よ る介 入 と直 面 化 に

よっ て 、 グ ル ー プ は 、 自我 部 分 と して の依 存 願 望 と グル ー プ を守 り、 そ して 全 滅 不 安 、 分 離 不 安

を 回避 す る た め に 、 そ の願 望 を分 裂 させ 、MPIに よっ てTrの 中 へ 排 出 し、 「逆 依存 的 活 動 」、 あ る

い は疑 似WGに 行 き詰 ま りに な る まで没 頭 して い た 。 第2セ ッ シ ョンで は 、 無 意 識 的 に グ ル ー プ

は 、① 疑 似WGを 通 じて 、無 力 や 未熟 さ を示 し、②MPIに よ っ てTrを 操 作 し、 投 影 され た依 存 的

願 望 に 同 一 化 させ 、 そ して グ ル ー プ の代 わ りに そ れ をエ ナ ク トさせ た。 そ の結 果 、baDを 促 進 す

る よ う な グ ル ー プ 風 土 が 形 成 さ れ 、 グ ル ー プ はbaD活 動 に 戻 り、 本 当 の 変 化 、 あ る い はBion

(1970)の 言 う 「破 局 的 変 化 」 の体 験 を 回避 で きた 。 つ ま り、 グ ル ー プ の疑 似WGは 「変 則 形 態

(aberrantform)」(Bion,1961)の よ う な変 化 の結 果 にす ぎ な い もの で あ った 。 こ の よ うな 異 常

な グル ー プ活 動 の 原 因 は、Trが グル ー プ に よ る初 期 のbaDを コ ン テ イ ンす る こ とが 出 来 な か った

こ と と、 グル ー プ に よるMPIの 利 用 にあ る と考 え られ る。

第3セ ッシ ョ ンで は、 終 了 後 の ミー テ ィ ング の時 に得 た 自分 の反 応 に 関す る洞 察 に よっ て 、Tr

は グ ル ー プのbaDを コ ン テ イ ンす る こ とが で きた 。即 ち 、 そ れ を よ り受 け入 れ や す い 、 取 り入 れ

や す い か つ 耐 え られ や す い もの に 変 容 させ 、解 釈 や直 面 化 に よっ て グ ル ー プ に 返 す こ とが 出 来 た 。

最 終 的 に グ ル ー プ は行 き詰 ま りか ら抜 け 出 し、Trは グル ー プ に よ るMPIの 罠 か ら解 放 され た こ と

に な っ た。
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